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Summary 
Responses of cucumber plants to photoperiod， defoliation and GA and Ethrel application 
were， as related to their sex expression， compared genecologicaly using four cultivars having 
different genetic backgrounds. 
The seX expression of a mono-gynoecious cucumber 'Sagami-hanjiro' was markedly affected 
by photoperiod ; short-day conditions increased the number of pistillate f10wer and reduced the 
number of staminate f1ower. This photoperiodic effect on the sex expression was nullified by 
the removal of mature leaves during the treatment. In monoecious cucumbers 'Tokiwahikari 
NO.3 P type' and ‘Aonaga-suyo'， photoperiodic treatment did not influence the sex expression 
coosiclerably， although the number of pistillate f10wer slightly increased under short-day 
conditions in comparison to that under long-day conditions. The sex expr郎 sionof these 
cultivars was hardly altered even by the removal of mature leaves. A gynoecious type of 
cucumber，‘Higan-fushinari' stably produced pistillate f10wers under both short-day and 
long-day conditions and it was not affected by defoliation treatment either. Under the 
controlled environment， however， the sex expression of 官igan-fushinari' cucumber was 
substantially influenced by both photoperiod and defoliation treatment ; short-day conditions 
induced a number of staminate f10wers whereas long-day conditions made the plant complete 
gynoecious. Removal of mature leaves during the long-day treatment induced a number of 
staminate f10wers in this cultivar. 
Application of 10 ppm GAa slightly promoted the formation of staminate f10wers in three 
cultivars，‘Sagami-hanjiro'，‘Tokiwahikari NO.3 P type' and ‘Aonaga-suyo' except for ‘Higan-
fushinari'， and a simultaneous treatment with GAa and defoliation further increased the number 
of staminate由ower.Except for ‘Higan-fushinari' cucumber of which most f10wers were pistillate， 
all cultivars dramaticaly increased the number of pistillate f10wer in response to the application 
of 30 ppm Ethrel. The effect of Ethrel was， however， markedly reduced by the re)11oval of mature 
leaves， increasing the number of staminaie f1ower. 
Endogenous GA-Iike activity in shoot apices of the monoecious cucumber，‘Aonaga-suyo' 
was higher than that of the mono-gynoecious cucumber;‘Sagami-hanjiro'， and in both cultivars 
it was increased by GA application and decreased by Ethrel application. Ethyl 
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緒 言
キュウリの品種は，主茎上における雌花や両性花の発
現能力などの遺伝特性から，混性型，混性 ・雌性型，雌
性型，両性 ・雄性向株型の 4つの型に分類される白. し
かし， キュウリの花の性発現は固定的なものではなし
環境条件により変動しやすしそれら環境条件に対する
感受性は品種によって異なる.
キュウリの花の性発現の生理的要因と して，ジベレリ
ン量が多い場合には，雌花発現が抑えられて，雄花発現
が助長され出〉町19>，逆に，エチレン発生量が多い場合に
は，雌花発現が助長され，雄花発現が抑制される2)り12)
13)14)1むことが認められている. さらに，ウリ類の花の性
発現には，成熟葉で生成されるとみられる花成ホルモン
様物質が関与していることが認められており，花成ホノレ
モγ様物質量の増加に伴って，花の性が雄花から両性花
さらに雌花へと順次変化すると考えられている 16)17)19)
温度や日長なと'の環境条件が内生の各種ホルモンレベ
ルに影響を及ぼしP その結果，生理状態が雄花または雌
花を発現しやすい方向に進行するものであり，花の性発
現における品種間差異は，これらホルモンレベルに影響
を及ぼす環境条件に対する感受性の違いに起因するもの
と考えられる.
本実験では，花の性発現において生態的に異なる 3つ
の型の4品種を用い，生長調整物質としてジベレリンと
エスレルを用い，さらに日長処理と摘葉処理を組み合わ
せて，花の性発現を日長とジベレリン及びエチレン量と
棄の役割との相互作用の関連から検討しキュウリの花
の性発現における品種生態を生理的に解明することを試
みた.
材料及び方法
1.花の性発現におけあ日:長及び楠葉処理に対する反
応の品種間差異
材料品種としては，環境条件に強く反応する混
性・雌性裂の‘相模半白'，環境条件に影響されにくい混
性型の‘青長四葉'，同じ混性型でも環境条件にある程度
影響される ‘ときわ光3号P型'及びいずれの条件下でも
下位節から雌花を発現しやすい雌性型の‘彼岸節成'を用
いた. 1977年5月3日に，催芽種子を5号鉢に2粒ずつ
播種し， 発芽後は処理開始時まで，ガラス室内の自然光
の自然日長下で，夜間に100W白熱灯補光による24時関
連続照明下で育成した.供試個体数は各品種とも 1処理
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区12個体とした.
方法 第4業展開期に日長処理と摘葉処理を向時に
開始した.処理区としては，日長と摘葉とを組み合わせ
て4区を設けた.
日長処理としては 8時間日長の短日区と24時間日長
の長日区の 2区を設け， 10日間行った.8時間日長区で
は，午前 8時から午後4時まで自然光下に置き，午後4
時に暗室に搬入し，翌朝午前8時に搬出した.24時間日
長区では，自然、光の自然日長下に置き，夜間に 100W白
熱灯で補光するこ とによって連続照明とした.
J商棄処理と しては，日長処理開始直前に，葉身長4cm
以上の展開葉を全て摘除し，その後も展開するに伴って
順次摘除し続け， 10日間の日長処理終了と同時に摘棄処
理も中止した.
10日間の日長，摘葉処理終了後は，再びガラス室内の
連続照明下に戻して育成し，主茎上第25節までの花の性
の発現状態を調査した.
2. '彼岸節成'の花の性発現における日長反応
本実験はすべて小糸KG型グロ ースキャビネットを用
いて行ったもので，昔話j御環境条件下での実験である.
材料 1980年11月9日に，‘彼岸節成'の催芽種子を
7.5cmポットに播種し， 処理開始時まで24時間連続照
明・ 25'C条件下で育成した.植物が第2葉展開初期に達
した11月21日に 15cmポットに移植した.供試個体数は
処理当たり無処理区で11個体， 摘葉区で8個体と した.
方法 第2業展開初期に日長処理と摘葉処理を同時
に開始した.処理区としては， 日長と摘棄とを組み合わ
せて 4区を設けた.
日長処理としては 8時間日長(午前9時~午後5時
を明期 ・25'<:，午後5時~午前9時を暗期 ・18'C)区と
24時間連続照明(25'C)区の 2区を設けた.本実験で使用
したグロ ースキャビネッ トは完全人工光型で，光源と し
ては，2:新国の80W鐙光灯 9個の 400W水銀灯，それに
12個の 200W白熱灯より構成され，発芽時の植物体の受
ける光強度は約15，000ルックスであった.摘葉処理とし
ては， 日長処理開始直前に実験1の方法に準じて行い，
10日後に摘葉処理を中止した.
10日間の処理終了後は，再び連続照明 ・25'<:下で育成
し，主茎上第20節までの花の性の発現状態について調査
した.
3.花の性発現における目:長，摘葉処理及び生長調整
物質施与に対する反応の品種間差異
材料 品種と しては，‘相模半白う‘育長四葉二‘と
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きわ光3号P型う‘彼岸節成'を用いた. 1977年5月3日
に，催芽種子を5号鉢に2粒ずつ播種し，発芽後は処理
開始時まで，ガラス室内の自然光の自然日長下で，夜間
に100W白熱灯補光による24時間連続照明下で育成し
た.供試個体数は各品種とも 1処理区12個体とした.
方法 第4葉展開期に日長処理，摘薬処理，生長調
整物質施与を同時に開始した.処理区としては， 日長と
摘葉と生調整物質施与とを組み合わせて12区を設けた.
日長処理としては 8時間日長の短日区と24時間日長
の長日区の 2区を設け， 10日間行った. 日長処理の方法
は，実験1と同様に行った.
摘葉処理としては，実験 1と全く同様の方法で行っ
た.
生長調整物質施与としては，日長処理効果が全く打ち
消されてしまうことのないよ うに比較的低濃度を用い，
ジベレリン Aa(GAa) 10 ppm，エノレレル(2-chloroethyl.
phosphonic acid) 30 ppmとし小型噴霧器で全面が一
様に潤う程度に 1回散布した.また， 雌性型の‘彼岸節
成'の場合のみ，低節位への雌花発現を抑える目的で，
第1業展開期に GAa10ppmを1回全面散布した.
10日間の日長，摘葉処理終了後は，再びガラス室内の
連続照明下に戻して育成し，主茎上第25節までの花の性
の発現状態を調査した.
4.体内ジベレリン量及ぴエチレン発生量に対する日
長処理と生長調整物質施与の影響における品種間差異
材料 ジベレリンの定量用として，‘相撲半白'と
‘青長四葉'の 2品種を用い， 1977年10月12日に， エチレ
ン発生量の浪u定用として，‘青長四葉'と‘彼岸節成'の2
品種を用い， 1978年9月1日に，それぞれ5号鉢に2粒
ずつ播種した.発芽後はガラス室内の自然光下で，夜間
に1∞W 白熱灯で補光して24時関連続照明下で育成し
た.供試個体数は，いずれの品種でも 1処理区1例固体
(ジベレリンの定量用)あるいは8偲体(エチレン発生量
の測定用)とした.
方法 処理は第3葉(ジベレリンの定量用)あるいは
第4葉(エチレン発生量の測定用)展開期に開始し，処理
区としては 8時間日長区と24時間日長区を設け，各自
長区と生長調整物質施与を組み合わせた.
8時間日長区では，午前8時から午後4時までガラス
室内で自然光を照射し，午後4時から翌朝午前8時まで
暗箱で遮光した.24時間日長区では，ガラス室内で昼間
は自然光を照射し，夜間は 100W 白熱灯で補光して連続
照明とした.生長調整物質施与は， GAa 20ppmとエス
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レル 30ppmを用い， 日長処理開始直前に， 小型噴霧器
で植物体が一様に潤う程度に 1回全面散布した.
ジベレリン定量用の試料は，処理直前，処理5日後，
処理10日後の3回採取した.
ジベレリンの抽出 ・定量として 1固に 1処理区5個
体を供試し茎頂部のみを切り取り 5個体分を合わせ
て新鮮重 19に調整し，80%エタノールで48時間冷抽出
した.抽出液からエーテルで‘酸性区分を分離し， ベーパ
ークロマトグラフィは展開剤としてイソプロパノ ーノレ :
アンモニア:水(10:1 : 1)を用いて行った.生物検定
は Katoら町の方法にしたがって，媛性イネ(品種 :短
銀坊主)を用い，イネ苗試験法 (Riceseedling test)に
よって行った.
エチレン発生量測定用の試料は，処理直前，処理3日
後，処理9日後の 3回採取した.エチレン発生量の 1回
の測定には 1処理区4個体を供試し，第 1葉，第2葉，
第3葉，第4葉，茎頂部に分けて採取した.茎頂部につ
いては，葉身長 3cm以上の業を摘除し 4個体分を合
わせて 5gに調整し，葉部についても各節位葉を 4個体
分合わせて新鮮重を計量した.新鮮重を計量後， 水100
mlを入れた 500ml三角フラスコに基部が水に浸るよう
に各試料を入れ，ゴム栓で封印した.これを20"(;条件下
に21時間放置した後，ガスクロマトグラフィによってエ
チレン発生量を測定した.
結 果
1. 花の性発現におけ~日長及び楠葉処理に対す否反
応の品種間差異
日長処理と摘葉処理を組み合わせて行った場合の花の
性の発現状態を示すと第 1表，第 1図のとおりである.
‘相模半白'で、は， 24時間日長区に比べて 8時間日長区
で雌花節数が著しく多く，雄花節数が少なかった. ‘と
きわ光3号P型'でも同様な傾向を示したが，主茎上に
おける雌花発現は‘相撲半白'に比べてかなり少なく，短
日処理効果も‘相撲半白'のようには現われなかった.
‘育長四葉'では主茎上の雌花発現は著しく少なし日長
処理に対する反応も著しく弱く 8時間日長区で雌花の
発現がわずかに増加する程度であった.‘彼岸節成'では
低節位から連続して雌花を発現し，日長処理によって影
饗されることなく，低節位の数節を除く全節が雌花節で
あった.
日長処理と摘薬処理を組み合わせた場合，‘相模半白'
では， 8時間，24時間日長区のいずれでも摘棄処理によっ
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て雌花発現が著しく抑えられ，摘葉処理が雌花発現に対
する短日:処理効果を打ち消した.‘ときわ光3号P型‘青
長四葉'でも 8時間日長区において摘葉処理がわずか
に雌花発現を抑えたが，その影響は‘相模半白'に比べて
著しく小さかった.‘彼岸節成'では日長処理，または摘葉
処理によって花の性発現はほとんど影響されなかった.
雌花の発現節位についてみると 4品種とも第4葉期
から処理を行ったが，品種によって異なり，‘彼岸節成'
では第3節の第1花から雌花が連続して発現し，日長，
摘葉処理による差は全くみられなかった.‘ときわ光3
号P型'でも第 1雌花発現節位に対する 日長， 摘葉処理
の影響はほとんどみられず，‘彼岸節成'より上昇して第
6節前後に第 1雌花を発現したが，第15節附近を中心に
24時間日長区， 摘葉処理区では雌花発現が抑制jされた.
これらに対して， ‘相撲半白'及び‘育長四葉'では日長と
摘葉処理の影響が強く現われ 8時間日長区の無摘葉区
では第1l~14節に第 1 雌花を発現したが， 24時間日長区
では第 1雌花発現節位は上昇 した.‘青長四葉'では第
14~15節に雌花がわずかに発現 し，‘相撲半白'では第15
節附近から節位の上昇に伴って雌花の発現が増加 した
が，摘葉処理によって短目処理効果が全く打ち消され，
第 1雌花発現節位は著しく上昇し，‘相撲半白う ‘育長田
薬'ともに主茎上第25節までにほとんど雌花を発現 しな
かった.
2.‘彼岸節成'の花の性発現における日長反応
制御環境下で‘彼岸節成'の花の性発現に対する日長及
び摘葉処理の影響を調べた結果を示すと第2表，第z図
のとおりである.
グロースキャビネッ トの制御環境下での実験では，
‘彼岸節成'の花の性発現も環境条件の影響を受けた.長
日高夜温区では，低節位にわずかに雄花を発現した個体
もみられたが，明らかに低節位から連続雌花節と なっ
た.一方， 短日低夜温区では，第 3~4 節附近の雌花節
に続いて雄花節が連続 し， 第12~13節から高位節では再
び雌花節となった.制御環境下の実験では，‘彼岸節成'
が雌花発現に対して長日型の日長反応を示すことが確認
された.
日長処理と摘葉処理を組み合わせた場合，長日高夜温
Table 1. Sex expression as affected by photoperiod and defoliation in four cucumber cultivars 
having different genetic backgrounds for their sex expression. 
Node position Number of Number of nodes Number of with both 
Cultivar Photoperiod Defoliation of 1st 
nodes with starninate and nodes with pistillate staminate pistillate pistillate fiower fiower 日owers fiower 
Control 11.2 14.1 。 7.9 
8h 
24.6< 21.3 Defoliated 。 0.6 
Sagami-hanjiro 
Control 13.3< 19.2 。 1.2 
24 h 
Defo!iated 25.0< 21.9 。 0.1 
Control 13.7 21.9 0.1 2.2 
8h 
Defo!iated 22.7< 23.3 0.2 。
Aonaga-suyo 
Control 25.0< 23.6 。 0.1 
24h 
Defo!iated 25.0< 23.6 。 。
Control 6.1 15.7 。 6.5 
8h 
Defo!iated 5.8 Tokiwahikari 17.6 0.8 4.1 
No.3 P type Control 6.0 18.3 0.1 4.3 
24h 
Defoliated 6.0 18.4 0.2 4.1 
Control 3.0 1.5 0.1 21.5 
8h 
Defo!iated 3.1 Higan- 1.6 0.2 21.2 
fushinari Control 3.0 1.4 0.1 21.5 
24h 
Defo!iated 3.1 1.1 。 21.6 
Data presented are up to the 25 th node of the main shoot. 
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Sagamトhanjiro
A 
Tokiwahikari No.3 P type 
A 
Aonaga-suyo 
A 
B 
C 
D 
Higan-fushinari 
Node positio円 onthe mai円 shoot
Fig. 1. S巴xexpression as a任ectedby photoperiod and defoliation in four cucumber cultivars 
having different genetic backgrounds for their sex expression. 
A : 8 h photoperiod control， B: 8 h photoperiod and defoliated， C : 24 h photoperiod 
control， D : 24 h photoperiod and defoliated. Data show the tercentage of plants which 
bore pistillate flower on the each node. 
Table 2. Sex expression of gynoecious cucumber plant，‘Higan-fushinari' as afected by 
photoperiod and defoliation. 
Number of 1st 1st pistillate nodes with Photoperiod Defoliation flowering 自owering staminate node node flower 
Control 2.5 2.5 11.3 
8 h' 
Defoliated 3.0 3.0 7.5 
Contr41 2.7 2.8 0.1 
24 h' 
Defoliated 5.0 7.1 5.8 
， : 8 h photoperiod : 25/180C (day/night). y : 24 h photoperiod : 25"(. 
Data presented are up to the 20 th node of the main sh∞t. 
Number of nodes Number of with both nodes with staminate and pistillate pistillate 
自owers flower 
1.4 5.8 
2.3 8.3 
0.1 18.1 。 10.3 
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区では，摘葉処理によって雌花発現が抑制され，逆に雄
花発現が助長された.短日低夜温区では，摘薬処理区も
無摘葉区とほぼ同様の性発現を示し，特に第 4~14節の
聞で著しい雄花発現がみられた.雌花発現に対して長日
性を示す‘彼岸節成'においても，その性発現は摘葉処理
によって影響され，短日感応性品種と同様に，摘葉処理
が雌花発現を助長する長日効果を打ち消すように作用す
ることが認められた.
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Fig. 2. Sex expression of gynoecious cucumber plants， 'Higan-fushinari' as affected by photo-
period and defoliation. 
A : 8 h photoperiod at 25/18"C (day and night)， B : 24 h photoperiod at 25"C. Data show 
the percentage of plants which bore pistillate (・)or staminate ( 0 ) fiower on the each 
node. 
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独処理によって花の性発現が影響されにくい‘ときわ光
3号P型'や‘彼岸節成'でも，摘葉とジベレリン施与の
組み合わせ処理によって雌花発現が抑制されるようにな
り，特に8時間日長区でそれが顕著であった.
雌花の発現節位についてみると， ‘相模半白'及び‘青
長四葉'で、は，ジベレリン施与によって第 1雌花発現節
位はわずかに上昇し，第15~20節の雌花発現がわずかに
抑制された.また，第1雌花発現節位は8時間日長区よ
り24時間日長区のジベレリン施与区で、より上昇し，ジベ
レリン施与と摘棄の組み合わせ処理によってさらに上昇
した. しかし zときわ光3号P型'と‘彼岸節成'では，
第 1雌花発現節位に対するジベレリン施与の影響は認め
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3.花の性発現における日長，摘葉処理及び生長調整
物質施与に対する反応の品種間差異
(1) 日長，摘葉処理及びジベレリン施与に対する反
応の品種間差異
日長処理と摘棄処理とジベレリン施与を組み合わせて
行った場合の花の性の発現状態を示すと第3表，第3図
のとおりである.
‘相撲半白'では，両日長区において， ジベレリン施与
によって雌花発現が減少し‘ときわ光3号P型'及び
‘育長四葉'でも雌花節がわずかに減少したが，‘彼岸節
成'では雌花発現に対するジベレリン施与の影響は認め
られなかった. しかし，ジベレ リン施与または摘葉の単
キュウリの花の性発現における品種間差異の生理的解析一一斎藤・高橋・菅 177 
Table 3. Sex expression as affected by photoperied， defoliation and GA3 app!ication in four 
cucumber cultivars having different genetic backgrounds for their sex expression. 
Number of nodes N Node position Number of ・thboth umber of 
Cultivar D -ofIst nodes with VI ・ nodeswith Photoperlod efoliat10n GA 3pistillate staminatestaIT.unate and pistillate 
flower Ojì:~;'~~.~ plstillate 自owerower nower 自owers
Control 11.2 14.1 。 7.9 
Control + 13.6 15.4 。 6.3 8h 
Defo!iated 24.6< 21.3 。 0.6 
Defoliated 
Sagami-hanjiro 
+ 25.0< 21.9 。 0.1 
Control 13.3< 19.2 。 1.2 
Control + 16.6< 21.3 。 0.7 24h 
Defo!iated 25.0< 21.9 。 0.1 
Defo!iated + 25.0< 21.6 。 0.2 
Control 13.7 21.9 0.1 2.2 
Control + 15.1 21.6 。 1.8 8h 
Defo!iated 22.7< 23.3 0.2 。
Defo!iated + 25.0< 23.5 。 。
Aonaga-suyo 
Control 25.0< 23.6 。 0.1 
Control + 24.6< 23.1 。 。24 h 
Defo!iated 25.0< 23.6 。 O 
Defo!iated + 25.0< 23.5 O 。
Control 6.1 15.7 。 6.5 
Control + 6.3 16.3 。 6.0 8h 
4.1 Defo!iated 5.8 17.6 0.8 
Toki wahikari Defo!iated + 6.4 19.2 0.4 2.9 
No.3 P type Control 6.0 18.3 0.1 4.3 
Control + 6.5 18.1 0.2 3.9 24h 
Defo!iated 4.1 6.0 18.4 0.2 
Defo!iated + 5.7 17.7 0.6 4.0 
Control 3.0 1.5 0.1 21.5 
Control + 3.0 1.2 0.1 21.4 8h 
Defo!iated 21.2 3.1 1.6 0.2 
Higan- Defo!iated + 3.0 3.3 0.3 18.9 
fushinari Control 3.0 1.4 0.1 21.5 
Cnotrol + 3.2 1.1 0.1 21.7 24h 
21.6 Defoliated 3.1 1.1 。
Defoliated + 3.1 2.2 0.1 20.7 
Data presented are up to the 25 th node of the main shoot. 
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Fig. 3. Sex expression as aぽectedby photoperiod， defoliation and GAa application in four 
cucumber cultivars having different genetic backgrounds for their sex expression. 
A : 8 h photoperiod control， B : 8h photoperiod and treated with GAa， C : 8 h photo-
period， defoliated and treated with GAa， D : 24 h photoperiod controI， E : 24 h photo-
period and treated with GAa， F : 24 h photoperiod， defoliated and treated with GAa. 
Data show the percentage of plants which bore pistilIate自oweron the each node. 
られず，ジベレリン施与と摘棄の組み合わせ処理によっ
て第13-20節の雌花発現がわずかに抑えられた.
とおりである.
相模半白ときわ光3号P型'，・育長四葉'の 3品種
では， 日長に関係なく，エスレノレ施与によって雌花発現
は著しく助長されたが， ‘彼岸節成'では無施与区でも雌
花発現が多いために，エスレノレ施与の影響は現われなか
った. しかし，エスレノレ施与と摘葉処理を組み合わせる
(2) 日長，楠葉処理及びエスレル施与に対する反応
の品種間差異
日長処理と摘葉処理とエスレル施与を組み合わせて行
った場合の花の性の発現状態を示すと第 4表，第 4図の
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Table 4. Sex expression as a任ectedby photoperiod， defoliation and Ethre1 app1ication in four 
cucumber cultivars having different genetic backgrounds for their sex expeession. 
Node positlon Number of Nudmes bewr -toh f Number of 
C 
o{ 1st nodes with noaes WIW nodes with 
ultivar Photoperiod Defoliation Ethrel ~:~.・ llat い minate both staminate "~istill~t plStlllate 乱副mnate -and pistillate p臥1l1ate
Hower 自owern10wrs flower 
Control 11.2 14.1 0 7.9 
8h 
Control + 6.5 3.5 3.1 15.6 
Defoliated 24.6< 21.3 0 0.6 
Defoliated + 
Sagami-hanjiro 
Control 13.3< 19.2 0 1.2 
24 h Contro1 + 8.1 4.9 0.8 1&.1 
Defo!iated 25.0< 21.9 0 0.1 
Defoliated + 18.4< 17.5 0 1.2 
Control 13.7 21.9 0.1 2.2 
8 h Control + 3.9 4.0 6.9 12.8 
Defoliated 22.7 23.3 0.2 0 
Defoliated + 19.8 22.4 0.4 0.4 
Aonaga-suyo 
Control 25.0< 23.6 0 0.1 
24 h Control + 4.9 3.5 6.2 13.0 
Defoliated 25.0< 23.6 0 0 
Def01iated +10.2 17.4 0.8 5.4 
Contro1 6.1 15.7 0 6.5 
8 h Control + 6.1 3.0 4.5 14.7 
Defoliated 5.8 17.6 0.8 4.1 
Tokiwahikari Defoliated + 6.4 13.5 2.5 5.9 
No.3 P type Control 6.0 18.3 0.1 4.3 
Control + 5.9 3.0 4.1 14.3 
24h 
Defoliated 6.0 18.4 0.2 4.1 
Defoliated + 5.6 11.2 0.6 10.7 
Control 3.0 1.5 0.1 21.5 
Control + 3.1 0.4 0.8 21.8 
8h 
Defoliated 3.1 1.6 0.2 21.2 
Higan- Defoliated + 3.0 1.4 0 21.0 
fushinari Control 3.0 1.4 0.1 21.5 
24 h 
Control + 3.0 0.3 1.4 21.4 
Defoliated 3.1 1.1 0 21.6 
Defoliated + 2.8 1.0 0 21.3 
Data presented are up to the 25 th node of the main shoot. 
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Fig. 4. Sex expression as affected by photoperiod， defoliation and Ethrel app!ication in four 
cucumber cu1tivars having different genetic backgrounds for their sex expression. 
A : 8h photoperiod control， B : 8 hphotoperiod and treated with Ethrel， C : 8 hphoto-
period， defo!iated and treated with Ethrel， D : 24 h photoperiod control， E : 24 h photι 
period and treated with Ethrel， F : 24h photoperiod， defoliated and treated with Ethrel. 
Data show the percentage of plants which bore pistillate flower on the each node. 
‘相模半白'では第10節前後，‘青長四葉'では第5節前後
から連続して雌花を発現した.エスレル施与と摘業処理
を組み合わせると，摘葉処理がエスレノレ施与の効果を減
じ第 1雌花発現節位が上昇し， 第15節以上の節位の雌
花発現が抑えられた.‘三ときわ光3号P型， で
ノルレ施与によつて第 1t雌准花の発現節位は影響されなカか為つた
630 
ことによ って彼岸節成'を除く 3品種では雌花の発現
が著しく減少し，摘葉処理がエスレノレの雌花発現助長を
打ち消すよ うに作用した.
雌花の発現節位についてみると，エスレノレ施与によっ
て相撲半白'及び‘青長四葉'では第 1雌花発現節位が
低下し， 24時間日長区より 8時間日長区でより低下し，
181 
4 . 体内ジベレリン量及びエチレン発生量に対す~日
長処理・生長調整物質施与の影響
(1) ジベレリン量に対する日長処理・生長調整物質
施与の影響
‘相撲半白'及び‘青長四葉'の体内ジベレリン量に対す
る日長処理とジベレリン及びエスレル施与の影響を示す
と第5図のとおりである.
‘相模半白'では 8時間， 24時間の両日長下で，いず
れの時期においても体内ジベレリン量は少なかったが，
処理10日後では24時間日長区でわずかに多い傾向を示し
キュウリの花の性発現における品種間差異の生理的解析一一斎藤 ・高橋 ・菅
が，雌花発現は助長され，第 7~10節ー から高節位まで雌
花が連続して発現した.‘彼岸節成，で
によつてP 第 5~10節の雄花節に雌花をわずかに発現し
たが，第 1雌花発現節位は影響されなかった.また 4
品種ともに，エスレル施与によって，雌花節の直下の数
節の雄花節に遅れて雌花が発現し，雄花 ・雌花混生節を
生じた.その発現節数は，雄花節数の多い‘育長四葉'で
特に多く，雄花節数の少ない‘彼岸節成'では著しく少な
かった.
Belore the start 
01 treatment 
Aonaga-suyo Sagam i -hanjiro 
120 
100 
110 
Ten days after the 
start 01 treatment 
90 
110 
90 
Rf 0 0.2 0.4 0.6 0.8 
100 
? ? ? ?
?
??』?
?
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?
』??????
? ?
RI 0 0.2 0.4 0.6 0.8 
Fig. 5. Endogenous GA-like activities of shoot apices in two cucumber cu1tivars， 'Sagami-
hanjiro' and 'Aonaga-suyo'， as aftected by photoperiod and application of growth reg-
ulators. 
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た.これに対して‘青長四葉'で、は，いずれの時期におい
ても Rf億 0.5~0.6 に比較的高いジベレリン様活性が認
められたが，日長処理による影響は明らかでなかった.
両品種において，ジベレリン施与によって体内のジベ
レリン量が増加する傾向を示したが，無施与の状態で比
較的ジベレリン量の多い‘青長四葉'に比べて，ジベレリ
ン量の少ない‘相模半白'でそれが顕著であった.まずこ，
‘相模半白'では全体的にジベレリン量が少なく，エスレ
ノレ施与の影響は明らかでなかったが，‘育長四葉'では，
エスレル施与によってジベレリン量が減少する傾向を示
した.
(2) エチレン発生量に対する日長処理・生長調整物
質施与の影響
‘育長四葉'及び‘彼岸節成'のエチレン発生量に対する
日長処理とジベレリン及びエスレル施与の影響を示すと
第5表のとおりである.
薬部のエチレン発生量は， 日長処理， ジベレリン施与
に関係なく，商品種とも同程度であり，エスレノレ施与に
よって著しく増加し処理3日後では特に‘彼岸節成'で
多く，その後減少して処理9日後では両品種で同程度で
あった.
茎頂部のエチレン発生量は， 日長処理，ジベレリン施
与に関係なし処理直前及び処理3日後では，‘彼岸節
成'で多い傾向を示し， ェスレル施与によって両品種で
処理3日後には著しく増加し 特に‘彼岸節成'で増加し
たが，その後減少して処理9日後には両品種で同程度に
なった.
考 察
ガラス室内の自然光及び自然温度条件下で、行った実験
の結果では，日長条件に対する反応、は‘相模半白'で最も
大きく現われ，短目によって雄花発現が著しく助長され
たが，雌性系統の‘彼岸節成'の性発現に対する日長効果
はみられなかった.また，‘ときわ光3号P型'では，短
日処理によってわずかに雌花発現数が増加したが，雌花
発現に対する日長の作用は‘相模半白'ほど強くなかっ
た.‘育長四葉'では，短日処理の効果が最も小さしほ
とんど性発現に対する日長の影響がみられなかった.
しかしながら，グロースキャビネットを用いた制御環
境下の実験では， ‘彼岸節成'も 日長条件によって性発現
が強く 影響され，藤枝3)や Matsuo10)が認めた雌花発現
に対する長日型反応を確認した.キュウリにおいて雌花
発現に長日性を示すのは，現在まで報告されているの
は，この‘彼岸節成'が唯一の例である.温度感受性に関
Table 5. Ethylene evolution of two cucumber cultivars，‘Aonaga-suyo' and ‘Higan-fushinari' 
as a妊ectedby photoperiod and application of growth regulators. 
Ethylene evolution (nl.g-1.h-1) 
Time for Photoperiod Growth Aonaga-suyo Higan-fushinari measurement regulator 
Leaves Shoot apices Leaves Shoot apices 
Before the start of 0.93 0.36 0.86 0.50 treatment 
Not treated 1.13 0.44 1.03 0.61 
8h GA3 1.00 0.49 0.82 0.55 
Three days after the Ethrel 2.01 1.79 2.90 2.47 
start of treatment Not treated 1.01 0.44 0.79 0.55 
24 h GA3 0.96 0.49 0.83 0.82 
Ethrel 2.34 1.19 4.09 1.71 
Not treated 0.95 0.52 1.01 0.55 
8h GA3 1.11 0.46 0.82 0.55 
Nine days after th巴 Ethrel 1.57 1.41 1.05 1.15 
start of treatment Not treated 0.87 0.38 0.89 0.55 
24h GA3 0.97 0.68 0.86 0.66 
Ethrel 2.76 1.57 2.32 0.91 
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しては，‘彼岸節成'も他品種と同様に低温条件下で雌花
発現が助長されることが知られている3)10) 実験2にお
いては長日高夜温下で‘彼岸節成'の雌性化が助長された
が，これは温度条件よ りも日長条件が強く作用 したこと
を示している.実験1の自然、温度条件下の実験で‘彼岸
節成'の性発現に対して日長効果が認められなかった原
因は，逆に温度条件にあったと考えられる.MatsuolO) 
によれば彼岸節成'の雌花発現に対する日長効果は比
較的高温域(約25"(以上)で発現することが知られてい
る.
実験2の温度条件下では，‘彼岸節成'で短目によって
雄花発現がみられたのは比較的低位節に限られp 第12~
13節目附近からは短日条件下でも連続雌花節となった.
これは， agingに伴い雌性型品種としての遺伝的要因が
安定し，環境条件の影響を受けにくくなるためと考えら
れる.この点彼岸節成'は短日感応、性の強い‘相模半
白'に比べて性発現に対する日長依存性が小さいといえ
る.
摘葉処理は‘相模半白‘ときわ光3号P型'で雌花発
現を助長する短日効果を打ち消すように作用し，特に短
日効果の大きい‘相模半白'でそれが顕著な形として現わ
れた.また，‘彼岸節成'では摘禁処理が長日効果を打ち
消すように作用して雌花発現を抑制し，雄花発現を誘起
した.これらの結果は，短日感受性及び長日感受性品種
のいずれでも，日長感受器官が葉(成熟葉)であることを
示している.
ジベレリン施与に対する反応は，日:長に対する反応ほ
どではなかったが，‘相撲半白'，‘ときわ光3号P型'，
a育長四葉'の 3品種では雌花発現が抑制され，‘彼岸節
成'ではジベレリンに対してもほとんど反応しなかった.
しかし，ジベレリン施与と摘業処理を組み合わせると，
日長，摘葉，ジベレリン施与の単独処理に全く反応しな
かった‘彼岸節成'や，わずかに反応した‘ときわ光3号
P型'でも雌花発現が抑えられた.
キュウリでは，多くの場合 5か~100ppm のジベレリ
ンに反応して雄花発現を助長することが認められている
が円 Petersonら1日は，雌性系品種の雄花誘起には
500~1 ，000ppm の高濃度を必要とすることを認めてお
り，ジベレリンに対する反応も品種によって異なること
を示している.本実験で用いた'彼岸節成'は環境条件の
影響を受けにくい雌性型品種であり，雄花誘起には10
ppmのジベレリン濃度は低すぎたものと考えられる.
エスレノレ施与によって，‘彼岸節成'を除くいずれの品
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種でも両日長下で雌花発現が著しく助長され，高節位ま
で連続して雌花を発現した. また，低節位の雄花節で
は，雄花に続いて雌花が発現して雄花 ・雌花混性節とな
り，その上位節で雌花節となった.これは一度雄花節と
して決定した花叢でも，遅れて分化，発達する花芽がェ
スレル施与に反応して雌花に分化したものと考えられ
る.このような現象は伊東ザ閣が NAA施与を行った
場合にも認めている.しかし，摘葉処理とエスレル施与
を組み合わせると，無施与区でも完全雌性裂を示す‘彼
岸節成'を除いて， ‘相模半白 青長四葉'，‘ときわ光3
号P型'の 3品種では雌花発現が抑制され，摘葉処理が
エスレルの雌花発現誘起作用を打ち消すように作用し
た.
次に，ジベレリン，エチレンの定量結果では，ジベレ
リン施与によって茎頂部のジベレリン量が増加し，エス
レノレ施与によってエチレン発生量が増加することを確認
した.また，体内ジベレリン量，エチレン発生量を品種
と関連させてみると，茎頂部のジベレリン量は混性 ・雌
性型の ‘相模半白'より混性型の ‘青長四葉'で多く，一
方，エチレン発生量は‘青長四葉'より雌性型の ‘彼岸節
成'で多い傾向が認められた.
ジベレリン施与によって雄花発現が著しく助長され，
エスレル施与によって雌花発現が著しく助長されること
は多くの研究者によって認められている.さらに，雄
性 ・両性向株や雌雄同株では雌株よりも，また，雄花発
現を助長する長日 ・高温下では，雌花発現を助長する短
日・低温下よりも，内生ジベレリン量が多く1)5)6)19.う逆
に，雌株では雌雄同株や雄株よりも，また，雌花発現を
助長する条件下では，雄花発現を助長する条件下より
も，内生エチレンレベルの高L、2凶 12)18)14)15)ことも示さ
れている.本実験の結果は，これらの結果と一致するも
のであり，ジベレリン及びエチレンがウリ類の花の性発
現機構に関与していることは明らかである.
他方，ウリ類の花の性発現には棄で生成されるとみら
れる花成ホルモン様物質が関与していることが認められ
ており 16)17)19)，花成ホノレモン様物質量の増加に伴って，
花の性は雄花から両性花さらに雌花へと順次変化すると
考えられている.本実験においても，短日感受性及び長
日感受性品種のいずれでも，摘葉処理によって雌花発現
が抑制され，また，ジベレリン施与と摘業処理を組み合
わせると，雌花発現が著しく抑制されることが認められ
た.さらに，雌花発現に対してかなり強力な助長作用を
有するエスレノレの施与効果も摘葉条件では発現Lないこ
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とが前報20)と同様に認められ，エスレノレまたはエチレン
が雌花発現誘起作用を生じるには成熟葉の存在を必要と
することが確認された.これらの結果は，キュウリの花
の性の決定には，成熟葉で生成される花成ホノレモン様物
質と茎頂部のジベレリン及びエチレンの量が関連し合っ
て関与しているとする従来の仮説を支持することを示唆
している.
このように，成熟葉で生成される花成ホノレモン様物質
の量的変動には日長が関与し品種によっては，これの
花の性発現に与える影響が大きいものと考えられる.同
様にして，花の性発現を支配する要因であるジベレリン
やエチレンの体内における変化も日長によって制御され
るものであるかどうかとL、う問題がある.本実験の結果
ではでこれらの内生ホノレモンの動態に対する日長の効果
が明らかでなかったが， Saitoら即は，生態型を異にす
る各種のキュウリ品種を用い，体内ジベレリン様物質
は，雌花発現を促進する低温短目条件よりも雄花発現を
助長する高嵐長日下で増大することを認めた.さらに，
Rudichら山は，長日より短日条件下でジベレリン含量
が低下し，エチレン発生量は増大することを報告してい
る.これらの場合，日長が花成ホノレモン様物質だけでな
く，体内のジベレリン及びエチレン量にも作用して，短
日条件が雌花発現を助長し，長日条件が逆に雄花発現を
助長したことを示している. しかし最近 Takahashi
ら21)は，完全制御環境下の実験で，日長効果とこれらジ
ベレリン，エチレン量の体内における変化は，独立して
いる可能性を示した.すなわち，長日型品種の‘彼岸節
成'，短目型品種の‘相模半白'のいずれでも，長日はエ
チレン生成を増大させてジベレリン含量を減少させ，ま
た，その生長を抑制したが，性発現に対する日長の作用
はそれぞれ従来どおりの長日性，短目性を示した.ジベ
レリンやエチレンの生成は，日長だけでなく，他の様々
な環境条件によっても変化するものであり，条件によっ
ては，性発現に対する日長の作用に助長的に作用した
り，措抗的に作用するように変化するものと考えられ
る.Saitoら聞の結果でも，内生ジベレリン量に対する
日長と温度の影響は品種を問わず明らかであるが，その
反応における品種間差異は明らかでなかった.
本質的に，成熟葉で感受される日長の性発現に対する
作用が必ずしも体内のジベレリン，エチレンレベルの変
化を介したものでないことを示唆する事実力、、くつかあ
る.本実験でも示されたように， ‘彼岸節成'品種では，
一定の温度範囲では，長日によって明らかに雌花発現が
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促進される.また，この‘彼岸節成'でも，また短日型の
‘相撲半白'でも， 日長の感受は成熟葉でなされたものと
考えられるが，いずれの品種でも，ジベレリンの施与に
よって雄花発現が誘発され，そしてエスレノレの処理によ
って雌花発現が誘発される.この場合，これら植物ホノレ
モンの生成に対する日長の作用が，商品種で全く反対の
方向に働く，つまり，‘彼岸節成'では短目によって，そ
して ‘相撲半白'では逆に長日によってジベレリン含量が
増大してエチレン生成量が減少するというようには考え
にくい. したがって，性発現に対する日長の効果を直接
体内のジベレリン含量やエチレン生成量だけて-説明する
ことはできないであろう.
環境条件に対する感受性が強く，雌花発現に対して葉
への依存度が大きい‘相模半白'などでは，業が短目に反
応して花成ホノレモン様物質を生成するとともに，茎頂部
のジベレリン盤が減少しエチレン量の増加によって雌
花を発現しやすい生理状態に誘導されるものと考えられ
る.これに対して環境条件に反応しにくく，低節位から
連続して雌花を発現する‘彼岸節成'などでは，比較的生
育初期から雌花を発現しやすい生理状態，すなわち，花
成ホノレモン様物質を日長にあまり影響されずに自律的に
生成できる機構とともに，雌花を発現しやすい一定のホ
ノレモンパランスを備えているものと考えられる.環境条
件にあまり反応せず，ある程度雌花を発現する‘ときわ
光3号P型'などは，両者の中間的タイプと考えられる
が，‘青長四葉'のように環境条件に反応しにくく雌花を
発現しにくい品種では，葉で‘の花成ホノレモン様物質生成
能力が劣るとともに，生理状態として雌花を発現しにく
いホルモンパランスを内在し，それらが環境条件によっ
て容易に変動しないものと考えられる.
摘 要
キュウリの花の性発現における品種生態を生理的に解
明することを目的として，生態的に異なる品種を用い，
花の性発現を日長とジベレリン及びエチレン量と葉の役
割との相互作用の関連から検討した.
1.花の性発現において生態的に異なる 4品種(‘相模
半自ら‘青長四葉'，‘ときわ光3号P型‘彼岸節成')を
用い，日長処理と摘葉処理の組み合わせに対する反応の
品種間差異を調べた.
日長処理に対する反応、は‘相模半白'で最も強く現わ
れ，短日処理によって雌花発現が著しく助長され， ‘彼
岸節成'では全く日長に反応せず，いずれの日長下でも
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低節位から連続して雌花を発現した. ‘ときわ光3号P
型'と‘青長四葉'では短日処理によってわずかに雌花発
現が増加した.
摘葉処理によって‘相模半白'では雌花発現が著しく抑
制され，‘青長四葉'でもわずかに抑制されたが，‘とき
わ光3号P'と‘彼岸節成'ではほとんど影響がみられな
カミっTこ.
2.‘彼岸節成'を用い，制御環境下で日長処理と摘葉
処理の組み合わせに対する反応を調べた.
制御環境下では雌花発現に対して明らかな長日性を示
し， 24時間連続照明下では完全雌性型となったのに対
し 8時間日長下では低節位の雌花発現が抑制された.
摘葉処理によって長日区で雌花発現が抑制され，雄花発
現が助長された.
3.‘相撲半白‘青長四葉:eときわ光3号P型二‘彼
岸節成'の 4品種を用い，日長と摘葉処理及び生長調整
物質施与の組み合わせに対する反応を調べた.
ジベレリ ン10ppm施与によって，‘相模半白'， ‘とき
わ光3号P型二‘育長四葉'の 3品種では雌花発現が抑制
され彼岸節成'ではジベレリン 10ppm施与に対して
はほとんど反応しなかった.摘葉処理とジベレリン施与
の組み合わせによって，雌花発現は一層抑えられた.
エスレノレ 30ppm施与によって，‘彼岸節成'を除く 3
品種で，いずれの日長下でも雌花発現が著しく助長され
た.摘禁処理とエスレノレ施与の組み合わせによって，エ
スレノレの雌花発現助長作用は著しく抑制された.
4.茎頂部におけるジベレリン含量は相撲半白'に
比べて‘育長四葉'で多く， 両品種ともジベレリン施与に
よって増加しエスレノレ施与によって減少した.
エチレン発生量は青長四葉'に比較して'彼岸節成'
で多い傾向を示し，また，両品種ともエスレル施与によ
って著しく増加したが，日長処理及びジベレリ γ施与の
影響については明らかでなかった.
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